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「自治体議員フォーラム・愛知」秋季セミナー開催 / 部落解放愛知県共闘会議 第30回定期大会 /部
落解放共闘第23回全国交流会 および地方共闘全国連絡会議第22回総会 / 民主党愛知県連・所属
議員の活動報告 / 幹事会報告 / インフォメーション/ 編集後記

 11月26日（土）、市内ホテルにて秋季セミナー

を開催し自治体議員約40名が参加した。   

  特別講演では、鈴木克昌衆議院議員（党本

部地方自治体局長・元蒲郡市長）と逢坂誠二

衆議院議員（党本部地方自治体局長代理・元

ニセコ町長）を招いて「民主党の新しい自治体

主権運動について」をテーマに行われた。  

それぞれ地方自治体のあり方を示した。 

 続いて第1部では、「障害者自立支援の今後

の動向」をテーマに中根康浩前衆議院議員（元

厚生労働委員会障害者政策WT）を講師に招い

て行われ、今年10月31日に衆議院本会議で強

引に可決した支援法の経緯と問題点として、

「障害が重く就労困難で所得が低い人ほどサービス利用量が多いため負担が大きい、審査

会には障害者のことがわかる当事者の不参加」などを挙げ、障害者が地域で暮らせる社会、

自立と共生の社会に向けて熱く語った。 

 2部では「自治体におけるアスベスト対策」を

杉浦裕医師（名古屋市労災職業病研究会）、

「石綿障害予防規則及び石綿労災補償につい

て」を愛知県労働局からそれぞれ講師を招いて

行われた。杉浦裕医師はアスベストの危険性、

と地方自治体に対して望むこととして、実効性

のある法規、実態の把握、補助・融資などを述

べた。 



 

 
 

 

 労働局労働衛生課からは製品等に係る規制や、作業等に係る規制、石綿による疾病の認

定基準の改正、そしてこの間の活動および今後の対策をあげた。 

 3部では「住民基本台帳及び戸籍の自治体窓口の取扱いについて」をテーマに愛知県総務

部市町村課から前田貢主任主査を招いて行われた。 

 はじめに愛知県下の自治体による住民基本台帳の一部の写し閲覧に係る窓口の対応の変

化（世帯等の特定を困難とするリスト、手数料の増額等）、また今年7月に発覚した名古屋市

内の行政書士による住民票不正取得事件（91件発覚）の経過や対応、今年3月に発覚した住

民票閲覧による母子家庭を狙った劣悪なレイプ事件の経過や対応も述べた。 

 最後に住民基本台帳の閲覧制度等のあり方に関する検討報告書の骨子として「現行の何

人でも閲覧請求のできるという制度を廃止し、閲覧できる主体と目的を限定するとともに、審

査手続き等についても整備するなど新たな構築」を取り組んでいきたいと語った。
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 県連も参画している部落解放愛知県共闘会

議の第30回定期大会が11月8日（火）18：15より

アビタンホールにて開催され県連から赤松広

隆衆議院議員（党本部副代表）、近藤昭一衆議

院議員（県連代表代行）、大塚耕平参議院議員

（県連選対委員長）ら各級議員8名が参加した。 

  高木ひろし県共闘会議・副議長（県会議員）

が「住民票の閲覧が野放しなっている問題、ま

た8業種の制度の在り方、そして就職差別と職

場のあらゆる差別の撤廃を今後、取り組んでい

きたい」と開催の挨拶を述べ、つづいて議長団

に「唐戸嶋昌利氏（JPU東海地方本部副委員長）」、「吉田安男氏（解放同盟）」が選出された。

  議事のおいて、29期活動の報告と反省と「職場・地域に根ざした人権確立の取り組み、狭

山差別裁判第3次再審請求にむけた取り組み、部落解放行政推進の取り組み、差別事件糾

弾、解放教育の推進・啓発活動の取り組み」などを柱とする30期活動方針案が提起され、承

認された。 

  新役員あいさつでは中村宣熙議長が「30周年を迎え、今までの取り組みを改めて検討し、

再度進めて行きたい。」と抱負を述べ定期大会は閉会となった。 

  つづいて記念講演では、自治労本部から大門正彦政策局長を招いて「住民基本台帳閲覧

問題について」をテーマに行われ、総務省の目的、制度の概要、論点整理、そして自治労の

報告書が紹介された。
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 11月16日～17日の二日間、新潟県内の施設

にて、部落解放共闘第23回全国交流会および

地方共闘全国連絡会議23回総会を開催した。 

  初日は全国交流会として、各府県共闘の一

年あまりの活動報告と今後の主な活動計画の

報告おこなわれた。 

  中でも新潟県共闘会議では県・県教委・市町

村職員採用試験申込書に本籍地欄などを記載

する「職安法」「統一応募用紙」とは異なった用

紙を使用。1999年12月施行労働大臣指針での

通達があったにも関わらず、なぜ就職差別を放

置してきたか、そして指導する側の行政がなぜ

放置してきたか高山弘（新潟県人権・同和セン

ター事務局長）が報告を行い、今後の活動を示した。 

  記念講演では、西島藤彦氏（部落解放同盟書記次長）が「今日の部落差別の現状と課題」

をテーマに行い、鳥取県人権侵害救済推進条例や結婚差別事例、8業種による戸籍（抄）謄

本不正取得事件などを語った。 

  二日目の総会では、活動報告、2006年度方針案、決算、予算、新役員選出が提起され承

認を得た。最後に組坂繁行全国共闘議長は「戦争への回帰傾向が強い中、世界人権宣言・

人権・平和を高くかかげて闘って行きたい」と抱負を述べた。
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 瑞穂区選出、県会2期目の高木ひろしです。私の

経歴、議会活動の様子はホ―ムページ 

（http://homepage2.nifty.com/takagi-



 

 
 

 
 

hiroshi/index.htm）に詳しく載せておりますので、ご

関心を持っていただけるなら是非御覧下さい。民

主党は96年にできた当初から、国会議員と国政選

挙を中心課題に成り立っている政党ですので、党

員や自治体議員の位置づけが最大の構造的弱点

でした。先の選挙ではそのことを痛感させられまし

た。名古屋市内で逆風の中、踏みとどまることが

できたのは地方議員のネットワークの力が大きか

ったと思います。民主党が政権を獲り、これを維持

していくためには自治体議員を中心にした支部組

織、地方組織の充実が必須課題です。「自治体議

員フォーラム愛知」の活動に、皆さんのご理解とご

協力をお願いします。

 皆様の日頃からのご支援に心より感謝申し上げ

ます。 

  県政における課題は山積しておりますが、その

中でも愛知県は2大プロジェクトが終わり、博覧会

後の愛知県のあり方が問われています。世紀の

博覧会での成果をいかに継承しつつ、次なる目標

を掲げるか、私は環境について誰もが関心が持て

たこと、世界の人々と交流ができたこと、この経験

を活かし、未来への扉を開く新しい街づくりをする

役割が愛知県にはあると思っています。 

  皆様と共に誰もが住みたくなる地域づくりに全力

で取り組みます。今後ともご指導よろしくお願いし

ます。

 皆様の暖かいお力添えで、西区から名古屋市会

へとお送り頂き、無我夢中で走り続けて参りました

が、早いもので10年が過ぎてしまいました。昨年は

市議団の中で政審会長という重要なお役を頂き、

大変な一年でした。今年は財政教育委員会に所

属し、厳しい財政状況の中で財政健全化計画達

成の実現に努力して参ります。又、教育関係で

は、子供達を取り巻く環境が少しでも良くなり、安

心して生活できる様にしっかり取り組んで参る決

意でございます。 



 
 

 
 

 
 

  これからも初心を忘れず、皆様の声が市政に反

映できる様に頑張って参りますので、今後ともご支

援賜りますよう心よりお願い申し上げます。

 寒い。この前まで暑いと思っていたら、突然寒

い。街はクリスマスイルミネーションで輝いている

が、テレビや新聞のニュースは、重く、悲しい出来

事でいっぱいになっている。幸せの基を捜すのも

大変な世の中だ。香嵐渓で紅葉を見てきた。集う

人々は、五平餅を手に、朱や紅や黄を背に写真を

撮っている。冷たいはずの風の中なのに、満ち足

りた顔をして散策している。日本の四季は本当に

美しい。皆さんが各々の幸せを感じていけるよう

な、そんな社会でありつづけるよう、名古屋市議会

に、私はいます。 

 介護保険で広域連合を組んでいる知多北部3市

1町（大府市、東海市、知多市、東浦町）は、人口

30万人を超える中核市を目指して、任意合併協議

会で合併に向けての検討を進めています。次はい

よいよ法定協議会への移行ですが、各市町とも財

政力指数は1を超えているためか、今一つ盛り上

がりに欠けるのが残念です。次の世代に対して責

任を持つ意味からも、現状に甘んじることなく将来

を見据えて、行政の効率化と地方分権の受け皿と

しての合併の実現を目指して、議会活動において

は、「何でもご相談下さい。3日間でご返事致しま

す」をモットーに頑張ります。

 皆様におかれましてはご健闘のこととお察し申し

上げます。また、日頃のご支援に対しまして心より

厚くお礼申し上げます。さて、三好町は豊田市との

合併に参加せず単独のまちづくりをすることになり

ました。去る11月15日には、町長選において、久

野氏が無投票再選を果し、また、同15日締め切り

で市制施行か町のままかの住民アンケートも実施

されました。まだ結果は出ていませんが、いずれ

にしてもこれからの時代に相応しいまちづくりのた



 

 

めに、全力で取り組んでまいります。今後とも変わ

らぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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■幹事会報告（11月12日抜粋）

■三好町長選挙の推薦について 

■選挙執行日 投開票11月20日、告示15日

■候補者名 久野知秀（くの ともひで）62歳 現1期

■衆議院選挙総括（案）について 

■党本部総括に合わせて県連総括（案）を提案

■規定類の改正について

■刷新プロジェクト答申を踏まえ、規定類を改正

1．規約改正（案） 2．大会運営規定改正（案） 3．代表選挙規約改正（案）

■組織委員会の取り組み

■10月12日（水）の組織委員会を受けて

■インフォメーション
■2005年「人権週間」記念集会

日 時 12月6日（火）18：30から20：30（開場 18：00）

会 場 中区役所ホール（栄・サンシティビルB1） 

名古屋市中区栄4-1-8 TEL052-241-3601

テーマ 「女性障害者と人権」 講師：伊藤智佳子（愛知江南短期大学専任講師）

主 催 世界人権宣言愛知県実行委員会 後 援 愛知県・名古屋市

要 請 国会議員事務所2名、県（名古屋市内）・名古屋市議1名、他市町は積極的な参加

を

■避難体験訓練の実施 
日 時 12月8日（木）15：00～9日（金）8：00

開催地 豊橋市内 小畷公園（こなわてこうえん）

主 催 党本部NC内閣部門委員会  コーディネート：レスキューストックヤード

参 加 木俣顧問、他  ※各総支部・議員へ案内。参加人数に限りがある

■災害レスキューNPO団体との政策制度意見交換会 
日 時 12月9日（金）18：00

会 場 愛知県産業貿易館 西館9階第3会議室 

名古屋市中区丸の内3-1-6 TEL052-231-6351

主 催 党本部NPO局  協 力 愛知県連・県民運動委員会



 

参 加 NPO： レスキューストックヤード（代表理事 栗田暢之氏）を中心とした3団体4名

程度。

民主党： 本部NPO局2～3名 

県連国会議員を中心に県民運動委員、県・名古屋市防災関係委員会所

属の議員

傍 聴： 名古屋市内総支部各3名、全自治体議員 40名目標

編集後記

 このところ名古屋市内各所で、ひったくりの被害が相次いでいます

が、物騒な犯罪の頻発は大変残念なことです。自治体も警察や地域の

方々との連携を強化するなどしてこれに取り組んではいるものの、決定

的に効果のある対策となるとなかなか難しいのが現状です。安心・安全

で快適なまちづくりは古くて新しいテーマです。 

もちろん私たち民主党が取り組んでいかなければならない課題のひと

つでもあります。是非さまざまなお声を民主党所属議員にお寄せいただ

きますようお願い申し上げます。年末年始も平穏にお過ごしになられま

すように・・・。 

  今号もお読み下さいましてありがとうございました。

広報委員 服部将也（名古屋市会議員）

インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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